
本
市
は
県
内
有
数
の
畜
産
地
帯
で
あ

り
、
畜
産
業
は
地
域
の
重
要
な
基
幹
産

業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
肉
用

牛
・
乳
用
牛
・
養
豚
に
お
い
て
は
、
県

内
で
１
位
の
飼
養
頭
数
を
誇
り
、
市
の

令
和
５
年
度
農
業
産
出
額
約
４
７
０
億

円
の
う
ち
、
約
75
％
の
約
３
５
０
億
円

が
畜
産
に
よ
り
産
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

畜
産
振
興
と
臭
気
問
題

「
鹿
屋
市
畜
産
臭
気
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
、
臭
気
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
日
常
管

理
に
お
け
る
臭
気
対
策
、
苦
情
対
応
フ

ロ
ー
ま
で
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
臭
気
対
策
を
よ
り
強
化
す

る
た
め
に
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
し
た

「
畜
産
農
家
と
と
も
に
進
め
る
環
境
対

策
」
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

新
た
な
畜
産
臭
気
対
策
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
①
調
査
、
②
発
生
源
の
特
定
、
③

発
生
臭
気
の
軽
減
・
抑
制
対
策
の
３
つ

を
サ
イ
ク
ル
で
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
簡
易
臭
気
測
定
器
を
活
用
し

た
調
査
、
環
境
保
全
台
帳
の
作
成
な
ど

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
臭

い
を
「
見
え
る
化
」
し
、
場
所・時
間・

方
向
等
を
考
慮
し
た
具
体
的
な
対
策
を

実
施
し
ま
す
。

市
と
農
家
に
よ
る
新
た
な

畜
産
臭
気
対
策

▲鹿屋市農業産出額

350.4億円
（74.6％）

畜産

耕種
117.5億円
（25.0％）

1.6億円（0.3％）
加工農産物

1.6億円（0.3％）
出
典
：
農
林
水
産
省
令
和
５
年

　
　
　「
市
町
村
別
農
業
産
出
額（
推
計
）」

臭気吸着メッシュの配布
臭気吸着メッシュ（アンモニアメッシュ）
を臭気発生源や境界に設置して臭気発生
源を遮蔽する。

畜産臭気対策の取り組み

市では畜産臭気対策の新たな取り組みを進めていま
す。今回は、畜産事業者とともに実施している環境対
策等についてご紹介します。市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
　　　　　　　　問市畜産課　TEL 0994-31-1118

新たな臭気対策の取り組み
（畜産事業者への支援）

　より精度の高い臭気
対策を実施するため、
畜産事業者に対し、農
場等における聞き取り
や臭気測定調査などを
実施します。

農場での調査

畜産環境パトロール

定期的な巡回による状
況確認の実施

水質検査
ふん尿処理施設である
浄化槽の放流水の水質
検査

臭気資材による対策

臭気吸着メッシュや EM
菌等の消臭資材の配布

畜産環境対策の啓発

畜産農家へ畜産環境対
策のチラシを配布等

これまでの取り組み

▲鹿屋市畜産臭気
　対策マニュアル

消臭資材の配布
EM菌等をふん尿溜、原水槽、堆肥な
どに噴霧する。

一
方
で
、
近
年
は
畜
産
地
帯
に
お
け

る
宅
地
や
商
業
施
設
等
の
混
住
化
に
よ

り
、
臭
気
に
関
す
る
苦
情
も
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
令
和
４
〜
５
年
度
に
か
け
て

行
っ
た
苦
情
調
査
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た

苦
情
の
約
6
〜
7
割
が
堆
肥
や
液
肥
の

散
布
に
由
来
す
る
臭
気
で
し
た
。

そ
こ
で
、
畜
産
農
家
と
と
も
に
環
境

を
守
る
た
め
、「
鹿
屋
市
畜
産
臭
気
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

▲簡易臭気測定器

　地域特有の風向き（鹿屋市は北北東から東北東）を常
に意識し、風下への配慮を徹底しましょう。
　地域特有の風向き（鹿屋市は北北東から東北東）を常
に意識し、風下への配慮を徹底しましょう。

気象条件による臭気への影響
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※改善が見られるまで Step1 ～３を繰り返す。

農場の調査

発生源の
特定

発生臭気の
軽減・
抑制対策

Step1

Step3

「鹿屋市畜産臭気対策マ
ニュアル」を活用した
新たな取り組み

Step2


